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企業価値の向上に向けた現状認識

• 現状のROEは、株主資本コスト（CAPMベース）を超過しエクイティ・スプレッドはプラス
• 一方、現状のPBR水準から、市場が期待する株主資本コストと乖離があることを認識し、

ROE向上と市場が期待する株主資本コスト低減を目指す

• PBRが低位で推移しており、市場が期待する株主資本コストとの乖離があると認識

 現状認識
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PBR改善

※23/3期の特殊要因は、コロナ関連レンタル特需（レンタル延長収益:+11億円）

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 26/3期 30/3期
実績 実績 実績 実績 特殊要因除く 中計目標 長期目標

営業利益 170億円 174億円 192億円 212億円 200億円 235億円 300億円
当期純利益 118億円 120億円 134億円 148億円 140億円 160億円 -
ROA 1.08% 1.04% 1.15% 1.23% 1.17% 1.1%以上 1.3%以上
ROE 6.6% 6.4% 6.9% 7.2% 6.8% 7%以上 8%以上
PBR 0.48倍 0.56倍 0.51倍 0.55倍 - - -
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企業価値の向上に向けた取り組み

• 各施策を実行し、ROEとPERの向上によりPBRを改善し、企業価値向上を目指す

PBR改善

ROE向上

ROA向上

財務レバレッジ
適正化

PER向上
成長期待の醸
成・株主資本
コストの低減

株主・機関投資家とのエンゲージメント強化

事業分野毎に必要な資本構成、期待リターンを定めた
資本コスト経営の継続・推進による収益性の改善

ノンアセット事業（as a Service、BPO）拡大による
収益性の改善

当期純利益の拡大に向けて事業分野毎の施策推進、
注力分野への成長投資・インオーガニック投資の検討

株主還元基本方針の見直しにより、自己資本の増加
スピードをコントロール

ノンアセット事業の拡大により多様化した事業ポートフォ
リオを構築し、成長期待を醸成



株主還元基本方針の見直し
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• 株主還元基本方針及び配当性向目安を見直し

変更前 変更後

株主還元
基本方針

中長期的に安定した株主還元を基本方針とし、持続
的な成長と適正な資本構成及び財務体質の強化を
図りながら、着実に株主還元を進める。中計目標
（26/3期）として配当性向35%を目指す。

配当の累進性と業界トップクラスの還元水準を意識し、
持続的な成長と適正な資本構成及び財務体質の強
化を図り、株主還元の拡充を目指す。配当性向は
26/3期に40%以上、30/3期に50%を目安とする。
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本資料の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があることをご承知おき下さい。

＜お問い合わせ先＞

経営企画部

Tel：050-1702-4203
Email：ir@rle.ricoh.co.jp
URL：https://www.r-lease.co.jp
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